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小平が目指す12年後の将来像

つながり、共に創るまち　こだいら
市では、令和３（２0２1）年度から令和1４（２0３２）年度までのまちづくりの指針
となる、小平市第四次長期総合計画を策定しました。
この計画は、小平が目指す、1２年後のまちの姿（将来像）を定めた計画で、
将来にわたって持続可能な社会を構築し、より魅力的なまちをつくるため、何
を大切にして、どんなことに取り組んでいくのかを示しています。
問合せ　政策課☎0４２（３４６）９５0３

将来像「みどりゆたかな住宅都市をめざして」
主に小・中学校をはじめとする多くの公共施設が整備されました。
この間の人口は、1３0，７８0人（1９７0年1月現在）から1５３，11８人 
（1９８５年1月現在）へと約1７％増加しました。

1９５５年から７５年ごろの時代、工場の進出や団地
の建設などで人口が10万人以上も増えました。
そのため、給水・下水処理、学校建設、道路整備
など、急ピッチでインフラ整備が進められました。
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取
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２
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迎
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０
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台
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齢
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０
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近
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よ
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史
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感
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０
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小平市第四次長期総合計画を策定

これからのまちづくりを取り巻く
変化と課題

実績値 推計値

１９７１年〜１９８５年度　第一次長期総合計画基本構想

１９８０年代 １９７０年代 １９６０年代
１９８４年
平櫛田中館（現・
平櫛田中彫刻美
術館）開館
１９８５年
市民総合体育館
開館

市民総合体育館

１９７２年
福祉会館開館
１９７４年
鈴木遺跡発見
１９７６年
第1回
小平市民まつり

鈴木遺跡発掘調査

１９６２年
市制施行
１９６４年
新庁舎新築移転
（現・中央公民館）
１９６５年
人口10万人突破 １９５５年ごろの宅地化の様子

（小平市図書館所蔵）

◆最新テクノロジー
　活用社会
暮らしや働き方を変える
Society（ソサエティ）
５．0時代の到来

◆人口減少、人口構成の変化
近い将来、人口減少が始まり、少子高齢化が進行

◆経済財政状況の変化
人口減少などによる市税減少、高齢化などによる社会保障
関係費増加

◆地球規模の危機への対応
大地震、気候変動などによる被害、感染症対策の必要性

◆公共施設の老朽化に伴う
　施設更新ピーク到来
多くの公共施設が老朽化し、
更新時期のピークが到来

内閣府作成


